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編　集　後　記

　今年は、地震、大雨、台風、猛暑など様々な災害があり、心を痛めております。小児がん看護学

会会員の皆様が可能な限りの健やかさと共に暮らし、また小児がん看護に携わっておられることを

切に願っています。今年度の学会誌はたくさんの論文をご投稿いただき、テーマも入院中からサバ

イバーシップの時期と広く、入院中の子ども、親御さん、看護師を対象にした研究がありました。

小児がん看護が、様々な場、対象へと届けられている様子を感じた本巻を皆様が手に取られ、ご自

身の臨床・教育・研究がインスパイアされたり、学会誌にご投稿いただくことになりましたらとて

も嬉しいです。
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